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長
野
県
と
富
山
県
の
県
境
に
位
置
す

る
白
馬
三
山
は
、
白し
ろ
う
ま馬
岳だ
け

・
杓し
ゃ
く
し子
岳だ
け

・

鑓や
り
が
た
け

ヶ
岳
（
槍
ヶ
岳
と
区
別
す
る
た
め
、

白
馬
鑓
ヶ
岳
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

の
三
つ
の
山
の
総
称
で
北
ア
ル
プ
ス
の

一
角
に
位
置
し
、
い
ず
れ
も
三
千
㍍
近

い
名
峰
ぞ
ろ
い
で
す
。

　

特
に
、
白
馬
岳
は
、
大だ

い
せ
っ
け
い

雪
渓
と
高
山

植
物
が
豊
富
な
花
の
名
山
と
し
て
、
例

年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
者
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

白
馬
の
由
来
は
、
春
に
な
る
と
雪
が

解
け
た
山
肌
に
黒
い
「
代し

ろ
か掻
き
馬う
ま

」
の

雪
形
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
か
ら
、
代

掻
き
馬
が
代
馬
（
し
ろ
う
ま
）
と
な

り
、「
白
馬
」
と
い
う
名
前
に
転
じ
た

と
い
わ
れ
、
ふ
も
と
の
農
家
で
は
、
こ

の
代
掻
き
馬
が
現
れ
る
と
田
ん
ぼ
の
代

掻
き
を
始
め
る
農の

う
じ
こ
よ
み

事
暦
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
白
馬
山
麓
に
は
、
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
白
馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技

場
を
は
じ
め
、
世
界
的
に
有
名
な
ス

キ
ー
場
が
数
多
く
あ
り
、
宿
泊
施
設
や

温
泉
施
設
の
充
実
と
首
都
圏
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
も
加
わ
り
、
一
年
を
通

じ
て
海
外
か
ら
の
家
族
連
れ
や
ス
キ
ー

ヤ
ー
も
多
く
訪
れ
、
国
際
色
豊
か
な
賑

わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
や
雪
不
足
の
影
響
に
よ

り
、
国
内
外
の
登
山
者
等
が
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
終
息
し
、
元
の
活

気
の
あ
る
賑
わ
い
と
な
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。
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九
月
三
十
日
現
在
、
白
馬
大
雪
渓
ル
ー
ト
、
白
馬

鑓
温
泉
ル
ー
ト
は
通
行
止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

登
山
情
報
は
、
白
馬
村
観
光
局
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
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ア
ク
セ
ス
「
猿
倉
」（
白
馬
大
雪
渓
・
白
馬
岳
・
鑓

温
泉
登
山
口
）

　
【
公
共
交
通
】

　

�

JR
大
糸
線
白
馬
駅
～
バ
ス
で
、
白
馬
八
方
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
経
由
～
猿
倉
バ
ス
停
ま
で
、
約
六
十

分
　
【
自
動
車
】

　

�

中
央
自
動
車
道
安
曇
野
IC
～
車
で
約
八
十
分
（
約

六
十
㌔
㍍
）

　

�

上
信
越
自
動
車
道
長
野
IC
～
車
で
約
七
十
分
（
約

五
十
㌔
㍍
）

鑓ヶ岳山頂より白馬岳を望む

大雪渓へ向かう登山者（令和元年５月 開山祭）高山植物の女王、白馬岳のコマクサ

お花畑とライチョウ


